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今
年
も
市
内
各
地
で
夏
を
彩

る
祭
り
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
、

私
も
地
域
な
ら
で
は
の
催
し
や
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
楽

し
み
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
７
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
栗
駒
地
区
で
行
わ
れ

た
、
く
り
こ
ま
山
車
ま
つ
り
で

は
、
数
カ
月
か
け
て
制
作
さ
れ

た
圧
巻
の
山
車
の
数
々
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
と
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
の
重

み
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
山
車

を
作
り
上
げ
る
大
人
た
ち
と
、

お
囃
子
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。

世
代
を
超
え
て
一
丸
と
な
っ
て

築
き
上
げ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
、
感
動
と
笑

顔
が
生
ま
れ
る
祭
り
に
な
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
盆
の
時
期
に
は
、

市
内
各
地
で
花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
、
祖
霊
を
供
養
す
る
美
し

い
花
火
が
夜
空
を
飾
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足

や
、
全
国
的
な
物
価
高
騰
、
さ

ら
に
は
猛
暑
に
伴
う
暑
さ
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
中
で
、
催
し
の
実
現

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
市
が
誕
生
し
て
20
周
年
と
な

る
こ
の
夏
、
祭
り
を
通
し
て
、

形
を
変
え
な
が
ら
も
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
行
事

や
、
伝
統
を
大
切
に
守
り
続
け

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
こ

そ
が
栗
原
の
大
き
な
魅
力
で
あ

り
、
財
産
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
統
が
と
も
る
夏

９
月
は
廃
棄
物
不
法

投
棄
防
止
強
化
月
間

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る

犯
罪
と
し
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、
１
千
万
円（
法
人

は
３
億
円
）以
下
の
罰
金
な
ど
の

厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
美
し
い
栗
原
の
環
境
を
子
ど
も

た
ち
に
残
す
た
め
、
不
法
投
棄
を

「
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」、「
許
さ
な

い
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法

投
棄
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
家
屋

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
、
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
必
ず
取
り
壊
し
た
年

の
年
末
ま
で
に
、
税
務
課
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
家
屋
滅
失
届
書
　
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

看
板
な
ど
の
設
置
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
県
内
で
は
、
宮
城
県
屋
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告
物

を
表
示
で
き
る
場
所
や
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
表
示
す
る
際
は
、
原
則
、
許
可

が
必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
の
表

示
ル
ー
ル
を
守
り
、
景
観
の
整
っ

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
許
可
条
件
、
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
広
告
物
と
は

□
店
や
会
社
な
ど
の
壁
面
に
掲

示
す
る
文
字
や
絵

□
道
端
な
ど
に
設
置
す
る
案
内

看
板
や
宣
伝
の
貼
り
紙

□
立
て
看
板
や
電
光
掲
示
板

□
そ
の
他
、
建
物
の
外
に
継
続

し
て
表
示
す
る
も
の

※

事
業
所
や
自
己
敷
地
内
に
表
示
す
る
も

の
も
含
む

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

子
育
て
応
援
、
母
子
・
父
子

家
庭
、
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
受
給
者
証
の
更
新

　
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
る
人

は
自
動
更
新
と
な
り
、
９
月
中
旬

以
降
に
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
母
子
・
父
子
家
庭
医

療
費
と
心
身
障
害
者
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
非
該

当
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
未
申
告
な
ど
、
所
得
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
、
所
得
申
告
後

の
交
付
と
な
り
ま
す
。 

　

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

　　　　　　　　　　　　☎（
22
）１
３
４
０

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
が

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
花
山
地
区
本
沢
温
湯
に
あ
る
寒

湯
番
所
は
、
近
世
に
仙
台
藩
と
秋

田
藩
の
境
に
設
け
ら
れ
た
仙
台
藩

の
関
所
で
す
。

　
宝
暦
11
年（
1
7
6
1
年
）の「
奥

州
仙
台
領
遠
見
記
」に
よ
れ
ば
、

仙
台
藩
領
内
に
は
他
藩
と
の
境
に

設
け
ら
れ
た
境
目
番
所
と
称
す
る

関
所
が
27
カ
所
あ
っ
た
と
さ
れ
て

お
り
、
寒
湯
番
所
は
奥
羽
山
脈
方

面
12
カ
所
の
番
所
の
一
つ
で
し
た
。

当
時
、
番
所
に
は
、
役
目
を
担
う

「
御
境
目
守
」、
ま
た
は「
御
境
目
古

人
」が
勤
務
し
、
無
断
で
他
藩
に

出
入
り
す
る
者
や
、
鷹
、
馬
、
兵

具
類
、
米
、
鉄
な
ど
の
持
ち
出
し

が
禁
じ
ら
れ
た
物
資
の
取
り
締
ま

り
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
寒
湯
番
所
の
御
境
目
守
を
代
々

務
め
た
の
が
三
浦
家
で
す
。
三
浦

家
は「
御
境
目
守
」の
他
に
藩
直
轄

の
山
林
を
管
理
す
る「
御
山
守
」も

勤
め
、
こ
れ
ら
の
役
職
を
永
禄
８

年（
1
5
6
5
年
）か
ら
幕
末
ま
で

担
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
作
成
さ
れ
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
る
の
が「
花
山
村
寒
湯
番

所
御
境
目
守
三
浦
家
文
書
」で
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
不
審
者

を
取
り
押
さ
え
る
た
め
番
所
に
備

え
ら
れ
た
道
具
や
、２
代
目
の
三
浦

四
郎
左
衛
門
が
脱
藩
し
よ
う
と
し

た
侍
２
人
を
討
ち
取
っ
て
討
ち
死

に
し
た
い
き
さ
つ
な
ど
が
記
さ
れ

て
お
り
、
御
境
目
守
の
仕
事
が
危

険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、宝
永
２
年（
1
7
0
5
年
）

に
役
宅
を
新
築
し
た
際
の
文
書
や

御
山
に
関
す
る
文
書
も
残
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
近
世
の
栗
原
の
歴
史

や
社
会
を
読
み
解
く
た
め
の
貴
重

な
資
料
で
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

　
ま
た
、
新
た
に
特
別
障
害
者
手

当
や
障
害
児
福
祉
手
当
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ

せ
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各
手
当
の
対
象

□
特
別
障
害
者
手
当
　
20
歳
以
上

で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
人

□
障
害
児
福
祉
手
当
　
20
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人

□
経
過
的
福
祉
手
当
　
現
在
、
経

過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人

共
通
事
項

●
提
出
期
限
　
９
月
11
日（
木
）

※

新
た
に
申
請
す
る
人
は
随
時
受
付

●
提
出
先
　
居
住
す
る
地
区
の
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
市
内
企
業
な
ど
の
人
材
確
保
と

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
学
金

返
済
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
令
和
５
年
４
月
１
日
以
後
に

市
内
の
企
業
な
ど
に
正
規
雇

用
さ
れ
た
人

□
市
内
に
居
住
し
、
市
内
事
業

所
に
５
年
以
上
就
業
す
る
意

思
が
あ
る
人

※

こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
奨
学
金

□
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
第
一
種
・
第
二
種

奨
学
金

□
技
能
者
育
成
資
金
融
資
制
度

□
栗
原
市
奨
学
資
金
　
な
ど

●
助
成
金
額
　
１
年
間
の
返
済
額

の
う
ち
、
20
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

※

支
援
期
間
は
最
長
60
ヵ
月
、
支
援
総

額
１
０
０
万
円
ま
で
。

●
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
火
）

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

合
併
処
理
浄
化
槽
の

正
し
い
使
い
方

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
次
の
点

に
注
意
し
、
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
異
物
や
油
を
流
さ
な
い

　
タ
バ
コ
や
紙
お
む
つ
、テ
ィ
ッ

　
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
流
す
と
、

排
水
管
の
つ
ま
り
や
浄
化
槽
の

　
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

　
調
理
後
の
残
り
油
は
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
拭
き
取
り
、

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ば
っ
気
装
置（
ブ
ロ
ワ
）の
電
源

は
切
ら
な
い

　
　
ブ
ロ
ワ
は
、
浄
化
槽
内
に
空

気
を
送
り
、
微
生
物
の
活
動
を

補
助
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

電
源
を
切
る
と
微
生
物
が
活
動

し
な
く
な
り
、
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
源
は
切

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
水
を
き
ち
ん
と
流
す

　
　
節
水
の
た
め
、
ト
イ
レ
の
タ

ン
ク
内
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
異
物
を
入
れ
る
と
、
水
量
不

足
に
よ
り
浄
化
槽
内
に
汚
物
が

流
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
正

し
い
水
量
で
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
剤
な
ど
を
使
い
す
ぎ
な
い

　
　
洗
剤
な
ど
を
大
量
に
使
用
す

る
と
、
浄
化
槽
内
の
微
生
物
が

死
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
正

な
量
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
さ
か
い 

め
　
ば
ん  

し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

お  

さ
か
い 

め
　  

こ

に
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
や
ま 

も
り

▲番所の道具に関する文書▲くりこま山車まつりの夜間巡行

寒
湯
番
所
関
係
古
文
書（
御
境
目
守
三
浦
家
文
書
）

241 市
内
の
文
化
財
散
策

ぬ
る
　ゆ
　ば
ん  

し
ょ  

か
ん  

け
い   

こ   

も
ん  

じ
ょ
　
　 お
　さか
い 

め
　 も
り

種
　
　
別
　
市
指
定
有
形
文
化
財

指
　定
　日
　
昭
和
32
年
７
月
25
日

所
　在
　地
　
栗
原
市

は
や  

し


